
撮ること・残すこと・活かすこと
―民俗と映像記録―

東北６県合同研究フォーラム
青森県民俗の会×
弘前大学人文社会科学部地域未来創生センター企画

令和６年度第40回東北地方民俗学合同研究会青森大会

令和6年11月16日土 13：30～17：30期　日

弘前大学 人文社会科学部 ４階 多目的ホール

（受付開始12：30）

会　場

青森県弘前市文京町1　弘前大学文京キャンパス

　ホームビデオからスマホへと、映像を撮影する機器が変わることで、記録できる範囲が広がるとともに、
撮る側と撮られる側の関係性も変わり、新たな撮影倫理の問題も浮上しています。最新機器の利便性をど
のように活かし、また過去の映像をどのように活用するのか、東北６県の民俗学研究会の関係者が集まり、
現在の実践と今後の可能性について話し合います。

主　催：青森県民俗の会、弘前大学人文社会科学部地域未来創生センター
後　援：青森県教育委員会、弘前市教育委員会、東奥日報、陸奥新報
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青森県民俗の会×弘前大学人文社会科学部地域未来創生センター企画

令和6年度
第40回東北地方民俗学合同研究会青森大会

撮ること・残すこと・活かすこと
―民俗と映像記録―

東北６県合同研究フォーラム

〒036-8560　青森県弘前市文京町１　弘前大学人文社会科学部民俗学研究室
　　山田　　電話　0172-39-3235　itsuko@hirosaki-u.ac.jp
〒030-0802　青森県青森市本町二丁目8－14　青森県立郷土館学芸課内
　　青森県民俗の会事務局　小山
　　　　　　電話 017-777-1585（代）　FAX 017-777-1588
　　　　　　takahide_oyama@pref.aomori.lg.jp

問い合わせ先

プログラム 11月16日土
発　表

13：30 　　開会挨拶    　青森県民俗の会代表 古　川　　　実

 　　司　　会    　　　青森県民俗の会 山　田　嚴　子（総　　　合）

      　　　青森県民俗の会 葉　山　　　茂（フォーラム）

13：35～　大会趣旨及びテーマ説明  　　　青森県民俗の会 村　中　健　大

14：00～　当事者参加型のアーカイブの構築　 　　　　東北民俗の会 今　井　雅　之

14：25～　福島県郡山市における映像記録の事例 　　　福島県民俗学会 豊　田　　　暁

14：50～　映像資料の活用事例と可能性　―原方刺し子、360°動画の取り組み―
      山形県民俗研究協議会 阿　部　宇　洋

15：15～　民俗芸能映像と私の研究  　　　秋田県民俗学会 小田島　清　朗

15：40～　民俗芸能の実践・保護における映像撮影　―津軽地方の民俗芸能・祭囃子を中心に―
      　　　青森県民俗の会 下　田　雄　次

16：05～　民俗行事と民俗芸能の映像記録を考える 岩手民俗の会 阿　部　武　司

     　　　休　憩

16：35～　意見交換

17：25～　閉会挨拶 　 弘前大学地域未来創生センター副センター長 原　　　克　昭

連携企画
9：00～ 17：00　　

弘前大学資料館・青森県立郷土館共催企画展
撮る・残す・活かす―映像資料と東北の民俗―

　フォーラムと連動して弘前大学資料館・青森県立郷土館共催企画展を開催中です（於：弘前大学資料館 
11月1日～ 12月26日 10：00～ 16：00）。青森県をはじめとする東北の貴重な民俗映像や学生達の撮影
した映像を紹介します。


